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将来見通しに関する注意事項

 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。

これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、

結果を招き得る不確実性に基づくものです。

 それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および

国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、

不確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関する

クレームや懸念、規制機関による審査期間や承認取得、国内外の保健関連改革、マネジドケア、健康管理コスト抑制へ

の傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに

限定されるものではありません。

 また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を

欠く状況、原材料の入手困難、市場の受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありま

せん。

 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合であっても、

それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。
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２０１１年４月-９月 ２０１２年４月-９月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 3,310 100.0 2,885 100.0 87

売上原価 857 25.9 850 29.5 99

売上総利益 2,453 74.1 2,035 70.5 83

研究開発費 629 19.0 574 19.9 91

販売管理費 1,320 39.9 1,087 37.7 82

営業利益 504 15.2 373 12.9 74

経常利益 473 14.3 346 12.0 73

四半期純利益 333 10.1 245 8.5 73

（億円、％）

第2四半期連結業績
利益項目は上期開示目標を達成

キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む）

2012年度第2四半期期中平均レート：米ドル：79.4円（前期変動率△0.5%）、ユーロ：100.6円（同△11.6%）、ポンド：125.5円（同△2.9％）

キャッシュ・インカム 577 501 87
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オンコロジーフランチャイズ売上高
計画「はやぶさ」で企図したフランチャイズトランスフォーメーションが進展

（億円、％）

がん関連製品は現地通貨ベース106%の成長で、
売上高比率は、17％へ

２０１１年

４月-９月
２０１２年４月-９月

実績 実績 前同比

ハラヴェン 62 108 173

Aloxi 183 179 98

Dacogen 85 88 103

Fragmin 73 53 74

シンベンダ
／トレアキシン 16 18 111

その他 44 39 89

がん関連製品 463 485
105

[106]

［］内は現地通貨ベース

2011年度上期 2012年度上期 計画「はやぶさ」

2015年度

26% 26%
21%

4% 5%
6%

22% 22%

12%

2% 3%

9%

32% 27%

29%

14% 17%
22%

がん

脳神経

てんかん

消化器・肝臓

免疫／アレルギー

他ブランド
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アリセプト パリエット/アシフェックス売上高

（億円、％）

２０１1年

４月-９月
２０１２年４月-９月

実績 実績 前同比

イーストアジア*1

（日本）

604

(576)

434
(403)

72
(70)

アメリカス*2

[百万米ドル]
73

[92] 
74

[94]
101

[102]

EMEA*3 127 18 14

Indo-Pacific*4 9 8 90

計 814 534 66

［］内は現地通貨ベース

アリセプト （億円、％）

２０１１年

４月-９月
２０１２年４-９月

実績 実績 前同比

イーストアジア*1

（日本）
311

(297)
271

(257)
87

(87)

アメリカス*2

[百万米ドル]
285

[358]
234

[295]
82

[82]

EMEA*3 27 19 71

Indo-Pacific*4 10 8 87

計 633 533 84

［］内は現地通貨ベース

パリエット/アシフェックス

*1 日本、中国、韓国、台湾、香港
*2 北米、中南米
*3  Europe, Middle East, Africa：欧州、中東、アフリカ
*4 南アジア、アセアン、オセアニア



２０１１年

４月-９月
２０１２年４月-９月

売上高 構成比 売上高 構成比 前同比

イーストアジア
（日本）
（中国）

1,996

（1,856）

（83）

60.3

（56.1）

（2.5）

1,839

（1,678）

（105）

63.8

（58.2）

（3.6）

92

（90）

（126）

アメリカス

[百万米ドル]
820

[1,027]
24.8

752

[947]
26.1

92

[92]

EMEA 241 7.3 125 4.3
52

[58]

Indo-Pacific 36 1.1 34 1.2
96

[101]

報告セグメント計 3,093 93.4 2,751 95.4 89

その他事業 217 6.6 134 4.6 62

連結売上高 3,310 100.0 2,885 100.0 87
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セグメント売上高
計画「はやぶさ」で企図したリージョナルトランスフォーメーションが進展

（億円、％）

［］内は現地通貨ベース

* イースト アジア、アメリカス、EMEA、Indo-Pacificは医薬品事業、またアメリカス医薬品事業の現地通貨ベースセグメント売上高は期中平均レートに基づき算出

2011年度上期 2012年度上期 計画「はやぶさ」

2015年度

7% 5% 3%

1% 1% 3%

7%
4% 7%

25%
26%

24%

60% 64% 63%

イーストアジア

アメリカス

   EMEA

   Indo-Pacific

その他事業



6

セグメント利益

２０１１年４月-９月 ２０１２年４月-９月

セグメント

利益
構成比 利益率

セグメント

利益
構成比 利益率 前同比 前同差

イーストアジア
（日本）

840

(809)

71.6

(68.9)

42.1

(43.6)

749
(716)

75.4
(72.1)

40.7
(42.7)

89

(89)

△91

(△93)

アメリカス

[百万米ドル]
180

[225]
15.3 21.9

167
[210]

16.8 22.1
93

[93]

△13

[△16]

EMEA 38 3.2 15.6 6 0.6 4.6 15 △32

Indo-Pacific 9 0.8 26.4 8 0.8 24.6 90 △1

報告セグメント計 1,067 90.9 34.5 930 93.6 33.8 87 △137

その他事業 107 9.1 49.2 63 6.4 47.1 59 △44

研究開発費および

親会社の本社管理費等
△669 △620 93 50

連結営業利益 504 15.2 373 12.9 74 △131

（億円、％）

* イースト アジア、アメリカス、EMEA、Indo-Pacificは医薬品事業、アメリカス医薬品事業の現地通貨ベースセグメント利益は期中平均レートに基づき算出



上期実績 前提 下期計画

事例：開始1年後における
平均服薬継続率 約４０％

服薬継続率向上
服薬継続率

平均１５％アップ

13.4万人 新規患者様貢献（服薬開始患者様数） 16.0万人

21.6% 10ｍｇ錠の成長（10ｍｇ錠比率） 23.4%

70.8%
ＡＤ*1治療薬ブランド品内アリセプトシェア

（金額）
72.0%

75.1%
ドネペジル製剤内アリセプトシェア*2

（物量）
73.5%

国内アリセプト売上高

2012年度国内アリセプト
服薬継続率向上により売上高900億円達成をめざす
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2012年度上期実績

403億円

497億円

2012年度下期目標

（下期重点施策）
・服薬継続率向上に向けたアリセプト服薬サポートセンターの開設

・新規患者様貢献拡大にむけた認知症の早期受診、早期対応に向けたDTCの実施

服薬継続率向上
新規患者様貢献

１０ｍｇ錠の成長

表中の数字は全て社内推計

*1 Alzheimer‘s Disease：アルツハイマー型認知症 *2 ジェネリックは直販込み



 米国：3rdライン+のマーケットシェア12%から15%へ
 営業担当者の訪宣時間を１５％増加

 3rdライン＋でのハラヴェンの有効性、安全性の医療従事者への充分な伝達

 日本：進行・再発乳がん患者様での3rdライン以前*1シェア13％から26%へ
 サンアントニオ乳がん学会後での３０１試験データの活用

 ２０８試験（ハーセプチンとの併用試験）データの活用によるＨＥＲ２陽性患者様への情報提供

 症例管理の徹底による、ハラヴェン継続使用（サイクル数）の向上

 欧州：3rdライン+のマーケットシェア18%から24%へ*2

 急進拡大国（英国、ドイツ、フランス、イタリア、オランダ）のプロモーション強化

 サンアントニオ乳がん学会後での３０１試験データの活用

 当局との協議を受け、301試験によるRegulatory Filing準備開始

2012年度ハラヴェン売上高２８５億円達成をめざす
301試験の活用による3rdラインのシェア向上
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2012年度上期実績

108億円

177億円

2012年度下期目標

*1 4thライン以降を除く *2 EU27カ国 + スイス マーケットシェアは社内推計



Ｆｙｃｏｍｐａ 欧州上市と米国承認
ファーストインクラスの非競合型ＡＭＰＡ受容体拮抗剤

9 *ＤＥＡ：Drug Enforcement Administration

2012年10月 欧州てんかん学会でのサテライトシンポジウム
約１５００名の参加者にＦｙｃｏｍｐａを紹介

欧州上市
 ７月２３日、欧州委員会より承認取得

 12歳以上のてんかん患者様の部分発作 （二次性全般発作を含む） に対する併用療法

 ９月に英国、オーストリア、ドイツ、デンマークで上市

 英国、デンマーク、ドイツ、オーストリアを
はじめとし、欧州諸国において保険償還に
関わる当局との協議が順調に進行中

 欧州の600万人のてんかん患者様（約3割の患者様
が既存のてんかん薬では発作を十分コントロール
できない）へ新たな治療オプションを提供

米国承認
 １０月２２日、ＦＤＡより承認取得

 12歳以上のてんかん患者様の部分発作
（二次性全般発作を含む） に対する併用療法

添付文書の警告欄に「重大もしくは生命を脅かす精神的症状の副作用」を記載

 麻薬取締局（ＤＥＡ*）の審査を経て2013年度第1四半期上市予定
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BELVIQの製品特徴
体重減少作用、Ⅱ型糖尿病へのベネフィット、シンプル ドーシング

Ⅱ型糖尿病患者様における
主要パラメータの平均変化

 効能・効果
ボディ・マス・インデックス （BMI）が30kg/m2以上（肥満）、あるいは少なくとも１つ以上の合併症
（高血圧、脂質異常症、 Ⅱ型糖尿病等）を伴うBMI 27kg/m2以上（過体重）の患者様の、低カロリー

ダイエットと習慣的な運動による体重管理プログラムに対する補助療法
 用法・用量 10mg錠1錠を1日2回投与

12週間までの投与で5％の体重減少がなかった場合には投与を中止

以下のポスト・マーケティング・スタディが義務付けられている*

・小児の肥満患者様における有効性・安全性に関する臨床試験
・長期投与による心疾患または複数の心疾患リスクを持つ過体重又は肥満の患者様における心血管系副作用の発症頻度に関する臨床試験

２つの大規模臨床試験を合わせたパラメータの変化
ＢＥＬＶＩＱ服用１年後

新規の選択的なセロトニン
（5-HT2C） 受容体アゴニスト

**

**

** ** P<0.001

* 統計学的有意差あり

*

*

* 併用療法および心血管系への影響は確立していない



 トレアキシン：再発又は難治性の低悪性度B細胞性非ホジキンリンパ腫及びマントル細胞リンパ腫における新しい標準治療薬として、
確固たる地位を確立する

 ヒュミラ： 効能・効果の変更により関節損傷の進展が早いと予想される患者様には初期からＭＴＸ*1と併用可能
ファーストバイオの地位確立にむけた活動を加速する

 リリカ： 有効性に加え安全性第一義のプロモーションを展開し、痛みに対する新たな治療概念を確立する
神経障害性疼痛・線維筋痛症の第一選択薬として、更なる患者様貢献を果たす

 ルネスタ： 「寝つきの速さ」「中途覚醒の抑制」の両効果に対する専門医の評価を早期に固め、２０１３年５月の投薬期間制限解除を
機にNo.1不眠症治療薬としての地位の獲得をめざす

 オンブレス：COPD＊2治療において、1日1回投与で、24時間効果が持続し、かつ速やかに呼吸機能を改善する初めての
「長時間作用性吸入β2刺激薬（LABA：Long Actionβ2 Agonist)」で、COPD患者様のQOLの向上に貢献する

 ケアラム：ＭＴＸ単剤で効果が不十分な患者様に対して、ＭＴＸとの併用データを唯一有する９年振りの新たなＤＭＡＲＤｓ*3製剤として
評価確立をめざす

 リパクレオン：高力価パンクレアチン製剤による膵外分泌機能不全の治療方針の浸透、投薬期間制限解除（2012年8月）で市場を拡大
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引き続き躍進する国内新製品群
来年度以降の成長への基礎固めを実施

（億円） 次世代
成長ドライバー

2011年度

上期

2012年度
上期

前同比

ハラヴェン 6 27 458

トレアキシン 16 18 109

ヒュミラ 97 118 122

リリカ （アライアンス収入） 49 63 130

ルネスタ、オンブレス、ケアラム
リパクレオン、ホストイン

0 15 3539

総 計 168 241 143

（億円、％）

*1 Methotrexate(メトトレキサート)      *２ Chronic Obstructive Pulmonary Disease (慢性閉塞性肺疾患) *3 Disease Modifying Antirheumatic Drugs （疾患修飾性抗リウマチ薬)



計画「はやぶさ」における７大主要新規化合物の進展
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ハラヴェン

クレブジン

Ｆｙｃｏｍｐａ

ＢＥＬＶＩＱ

レンバチニブ

ファルレツズマブ

Avatrombopag

微小管ダイナミクス阻害剤

DNAポリメラーゼ阻害剤

AMPA受容体拮抗剤

選択的5HT2C受容体作動剤

マルチキナーゼ阻害剤

葉酸受容体αヒト化ＩｇＧ１抗体

トロンボポエチン受容体作動剤

乳がん適応で世界４２カ国で承認取得、１４カ国で申請中
非小細胞肺がん（フェーズＩＩＩ試験が１年以上早く患者様登録終了）

軟部肉腫のフェーズＩＩＩ試験が順調に進行中

２０１０年１２月中国申請、当局審査進行中

欧米にて部分てんかん適応で承認取得
欧州４ヶ国販売、米国２０１３年度第１四半期発売予定

米国にて肥満症適応で６月承認取得
第４四半期に米国で発売予定

甲状腺がん（フェーズＩＩＩ試験の患者様登録終了、１３年度申請予定）

肝細胞がん、腎がんの試験が順調に進行中

卵巣がん患者様を対象としたフェーズＩＩＩ試験がまもなく完了
第３四半期にトップライン結果を予定

欧米にて特発性血小板減少性紫斑病患者様を対象とした
フェーズＩＩＩ試験が進行中
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ファルレツズマブ（MORAb-003） 進捗状況
ファーストインクラスの葉酸受容体αに対するヒト化モノクローナル抗体

プラチナ感受性卵巣がん：フェーズⅢ試験規定イベント数に到達

2011年7月に有効性を検討する独立データモニタリング委員会による
中間解析においてクライテリアを満たし順調に試験を継続中
申請予定：2012年度（日米欧）

非小細胞肺がん

葉酸受容体α発現患者様を対象に
フェーズⅡ試験進行中

自社開発用抗体製造による開発のスピードアップと抗体製造の効率化

2012年8月竣工

2013年度よりGMP製造開始予定

Morphotekにパイロットプラント竣工

FRA発現診断キット

コンパニオン診断薬キット
として非小細胞肺がんの
フェーズＩＩＩと同時開発を
企図

• 約60,000平方フィート（約1,700坪）
• ５つの製造ラインを保有し、

現在２ライン稼動可能
• 200Lと1,000Lのバイオリアクターを完備



レンバチニブ 臨床試験の順調な進捗
VEGFR2チロシンキナーゼやRETキナーゼを含む複数のキナーゼに対する阻害

 肝細胞がん：
ESMO*2でフェーズＩＩ試験結果を報告し、
グローバルフェーズⅢ試験を準備中

 腎がん：
ESMO*2でフェーズＩ試験結果を報告
現在、フェーズＩＩ試験が順調に進行中

*1 M. Schlumberger (Institut Gustave-Roussy, Villejuif, France) et al.   （ASCO 2012で発表）
*2 ESMO : European Society for Medical Oncology (欧州癌治療学会議)
*3 Kenji Ikeda (Toranomon Hospital, Tokyo, Japan) et al.   （ESMO 2012で発表）
*4 A.M. Molina(Memorial Sloan-Kettering Cancer Center, NY, USA) et al.  （ESMO 2012で発表）14

 甲状腺がん：2013年度申請予定
ASCOでフェーズＩＩ試験結果を報告し、
甲状腺がん（分化型）に対するグローバル
フェーズIII試験が順調に進行しており、
患者様登録が完了

腫瘍縮小率分布

１７例中１６例の患者様で
病勢安定および部分奏功

転移性腎細胞がんを対象としたエベロリムスと
の併用療法におけるフェーズⅠｂ試験より*4

腫瘍縮小率分布

８０％の患者様で
病勢安定および部分奏功

進行性肝細胞がんを対象とした
フェーズI/Ⅱ試験より*3

甲状腺がん（髄様がん）を対象とした
フェーズⅡ試験より*1

80％の患者様で
病勢安定あるいは部分奏功

腫瘍縮小率分布
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 特発性血小板減少性紫斑病：フェーズⅢ試験進行中

＜欧米＞ ３０２試験： プラセボ比較試験

３０５試験： Eltrombopagとの比較試験

＜中国、日本＞フェーズⅢ試験に向けて準備中

Avatrombopag（E5501） 進捗状況
ベストインクラスをねらうトロンボポエチン受容体作動剤

ベストインクラスをねらう
有効性の早期発現
肝毒性及び薬物相互

作用が少ない
食事による有意な

PK変動なし
経口投与可能

 肝疾患に伴う血小板減少症： ２つのフェーズＩＩ試験進行中

① 慢性肝疾患関連血小板減少症で待機的手術を予定している患者様の
血小板数の改善

 トップライン結果が得られ、フェーズＩＩＩ試験に向け準備中

② Ｃ型肝炎ウィルス感染症に対するインターフェロンを含む抗ウイルス療法
に支障を来す慢性肝疾患関連血小板減少症の改善、および同療法に
よる血小板減少症の改善

 ２０１１年度第３四半期にＰＯＣ試験（２０３試験）開始



将来への布石打ち（１）
ポテンシャルの大きい新興国におけるポートフォリオの拡大
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国 承認取得 承認申請中

中国

インド

インドネシア

カナダ

ブラジル

メキシコ

ロシア

Halaven

Halaven

Banzel

Halaven Dacogen

FycompaAloxi

Halaven Gliadel

Gliadel

Gliadel Inovelon

Zonegran Zebinix* Inovelon Fycompa* （予定）

clevudine Cinitapride

Halaven

Halaven clevudine

Urief

Urief Glufast

Zonegran

Zonegran

Zonegran

Glufast 合計14品目

合計10品目

合計17品目

*ロシアでのブランド名は Exalief

パートナーによる承認取得も含む



将来への布石打ち（２）
計画「はやぶさ」 １年半における新薬創出の連打

承認：１３品目 １６承認取得＊1

17

申請 (８品目１０承認申請)＊1

*1 国数ならびにＣＰＰ申請・承認はカウントせず *2 計画「はやぶさ」以前の承認取得国を含む *3  パートナーによる承認取得
（注）製剤証明書（ＣＰＰ）を利用した承認は省略

品目 地域 適応症、用途

ハラヴェン
世界41カ国*2

(日本を除く）
乳がん3rd-line

ハラヴェン 日本 手術不能又は再発乳癌

Fycompa EU、米国 部分てんかん併用療法

BELVIQ 米国 肥満症*3

ルネスタ 日本 不眠症

ヒュミラ 日本 関節リウマチにおける関節の構造的損傷の防止*3

ヒュミラ 日本 若年性特発性関節炎*3

ケアラム 日本 関節リウマチ

ギリアデル 日本 グリオーマ *3

リパクレオン 日本 膵外分泌機能不全における膵消化酵素の補充*3

イノベロン EU、スイス 経口懸濁剤, レノックスガストー症候群

ゾネグラン EU 部分てんかん単剤療法

ケイツー
シロップ

日本 新生児・乳児ビタミンＫ欠乏性出血症に対する予防

ワソラン 日本 小児適応（上室性頻脈性不整脈）

ワーファリン 日本 顆粒製剤（血栓塞栓症の治療及び予防）

ワーファリン 日本 小児適応（血栓塞栓症の治療及び予防）

品目 地域 適応症、用途

ハラヴェン
世界

14カ国
乳がん3rd-line

Fycompa
スイス等
４カ国

部分てんかん併用療法

ヒュミラ 日本 潰瘍性大腸炎*3

ルフィナミド 日本 レノックス・ガストー症候群の併用療法

アリセプト 日本 ドライシロップ製剤（アルツハイマー型認知症）

パリエット 日本 H. pylori １次除菌用三剤パック製剤

パリエット 日本 H. pylori ２次除菌用三剤パック製剤

パリエット 日本 胃炎におけるH. pylori 除菌：公知申請

シニタプリド 中国 機能性ディスペプシア

ゾネグラン EU 部分てんかんの小児適用
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収益構造のトランスフォーメーション

優先プロジェクトへの
積極投資継続

国内アリセプト単独
プロモーション
さらなる効率化

ハラヴェン、Fycompa
をはじめとする新薬の

原価低減の加速

 ハラヴェン
日本・欧州上市

 BELVIQ米国上市
 日本アリセプト単独

プロモーション開始(4Q)

営業利益率

販売管理費率

研究開発費率

売上原価率

 Fycompa欧州上市
 薬価改定等の影響

 日本アリセプトの
ジェネリック市場参入

 薬価改定による買控え
 欧州アリセプトLOE



２０１１年度 ２０１２年度

実績 売上比 見通し 売上比 前期比

売上高 6,480 100.0 6,100 100.0 94

売上原価 1,734 26.8 1,760 28.9 101

売上総利益 4,746 73.2 4,340 71.1 91

研究開発費 1,251 19.3 1,260 20.7 101

販売管理費 2,537 39.1 2,210 36.2 87

営業利益 957 14.8 870 14.3 91

経常利益 900 13.9 820 13.4 91

当期純利益 585 9.0 590 9.7 101

（億円、％）

ＥＰＳ（円） 205.3 207.0

ＲＯＥ（％） 14.3 14.1

ＤＯＥ（％） 10.4 10.2

キャッシュ・インカム 1,077 1,075

配当金（円） 150 150

２０１２年度 連結業績見通し
価値創造のKPIは前年レベルを確保し安定配当を堅持

キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む）

2011年度期中平均レート：米ドル79.08円、ユーロ：108.97円、ポンド：126.22円 2012年度予想レート 米ドル：80円、 ユーロ：105円、 ポンド：120円19
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イースト アジア医薬品事業の業績

２０１１年４-９月 ２０１２年４-９月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 1,996 100.0 1,839 100.0 92

アリセプト 604 30.3 434 23.6 72

パリエット 311 15.6 271 14.7 87

メチコバール 189 9.5 180 9.8 95

ヒュミラ 114 5.7 140 7.6 123

強力ミノファーゲンシー/グリチロン 39 1.9 42 2.3 110

セグメント利益 840 42.1 749 40.7 89

（億円、％）
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（億円、％）

イースト アジア医薬品事業の業績

２０１１年４-９月 ２０１２年４-９月
実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 674 100.0 835 100.0 124
メチコバール 305 45.2 356 42.7 117
強力ネオミノファーゲンシー/グリチロン 139 20.6 180 21.6 130
アリセプト 61 9.0 86 10.3 142
パリエット 42 6.2 53 6.4 128

（百万RMB、％）＜中国＞

２０１１年４-９月 ２０１２年４-９月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 1,856 100.0 1,678 100.0 90

医療用医薬品計 1,659 89.4 1,460 87.1 88

アリセプト 576 31.0 403 24.0 70

パリエット 297 16.0 257 15.3 87

メチコバール 150 8.1 134 8.0 89

ヒュミラ 97 5.2 118 7.0 122

アクトネル 57 3.1 46 2.8 81

一般用医薬品 105 5.7 103 6.1 98

ジェネリック医薬品 63 3.4 86 5.1 136

診断薬 29 1.6 29 1.7 99

セグメント利益 809 43.6 716 42.7 89

＜日本＞
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（億円、％）

アメリカス医薬品事業の業績

２０１１年４-９月 ２０１２年４-９月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 820 100.0 752 100.0 92

アリセプト 73 8.9 74 9.9 101

アシフェックス 285 34.8 234 31.1 82

ハラヴェン 51 6.2 58 7.7 114

Aloxi 183 22.3 179 23.8 98

Dacogen 85 10.4 88 11.7 103

MGI計 281 34.3 278 36.9 99

Fragmin 73 8.9 53 7.1 74

がん関連領域計 426 52.0 406 54.0 95

セグメント利益 180 21.9 167 22.1 93
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（百万米ドル、％）

アメリカス医薬品事業の業績

２０１１年４-９月 ２０１２年４-９月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 1,027 100.0 946 100.0 92

アリセプト 92 8.9 94 9.9 102

アシフェックス 358 34.8 295 31.2 82

ハラヴェン 64 6.2 73 7.7 114

Aloxi 229 22.3 225 23.8 98

Dacogen 106 10.4 110 11.7 104

MGI計 352 34.3 350 37.0 99

Fragmin 91 8.9 67 7.1 74

がん関連領域計 534 52.0 511 54.1 96

* アリセプトはアリセプト23mgの売上高$37Mを含む

＜米国＞
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（億円、％）

EMEA、 Indo-Pacific医薬品事業の業績

２０１1年４-９月 ２０１２年４-９月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 241 100.0 125 100.0 52 [58]

アリセプト 127 52.7 18 14.1 14 [16]

パリエット 27 11.3 19 15.5 71 [79]

ゾネグラン 23 9.5 22 17.3 94 [105]

ハラヴェン 5 2.2 22 17.9 429 [476]

セグメント利益 38 15.6 6 4.6 15 [34]

［］内は現地通貨ベース

２０１１年４-９月 ２０１２年４-９月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 36 100.0 34 100.0 96 [101]

アリセプト 9 26.1 8 24.6 90 [96]

パリエット 10 26.7 8 24.2 87 [93]

セグメント利益 9 26.4 8 24.6 90 [95]

［］内は現地通貨ベース

（億円、％）
＜Indo-Pacific＞

＜EMEA＞


